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Ｊ
Ｒ
飯
山
線
新
飯
山
駅
が

11
月
9
日
に
開
業
し
ま
し
た

普 通

②千曲川口出入口
③エレベーター

⑨ホーム階段
⑧飯山線改札口

新幹線改札口

普 通

待合室

斑尾口方面

⑤観光交流センター2階

⑩飯山線ホーム

⑤

⑧

⑨

⑥

①千曲川口広場① ②

④空中通路

④

交流ホール

観光案内所

駅までは？車や自転車はどこに止めればいいの？

赤十字病院 警察署

新飯
山駅

… 臨時駐車場
… 臨時駐輪場
… 駐車場出入り口

JR飯山線

緊急車両

＝暫定使用ができる箇所

供用中　綱切線

暫定バス乗降および待機
場所（5台）

千曲川口広場
駅利用の際はこの
歩行者用通路をご
利用ください。

車道歩行者用通路車道

身障者用

タクシー乗降および待機場所（6台）

　駅をご利用される方の臨時駐車場・駐輪場
は下図のとおりです。なお、駅への出入りは
千曲川口広場からのみです。現在も工事が行
われているため、一般車両は広場内に侵入で
きません。

　また、歩行者の方も駅舎
正面の歩行者用通路のみ使
用可能になっています。
　しばらくの間、ご不便を
おかけしますがご理解とご
協力をお願いします。
（　　部旧飯山駅の駐車場、
駐輪場は 11月 9日で閉鎖
となりました。）

１．新幹線開業時までは①千曲川口広場からの入場のみとなります。
２．②千曲川口の入り口から入場すると右手に、エスカレーター、階段、右奥に③エレベーター
　　がありますのでご利用し 2階に上がってください。（左手らせん階段を利用し④空中通
　　路を通ることも可能です。）
３．⑤２階に上がると左手に飯山線の改札口が見えます。⑧改札口の左に⑥みどりの窓口
　　⑦券売機がありますので切符を購入してください。
４．⑧改札口を通り⑨ホーム階段を下り、1階が⑩飯山線ホームになります。

新駅から飯山線を利用するにはどうすればいいの？

駅出入口の開錠は始発列車発着
30分前からです。また、最終列
車発着 30分後に施錠されます。

③

　

早
朝
、
5
時
26
分
に
初
め
て

列
車
の
乗
り
入
れ
が
あ
っ
た
11
月

9
日
、
新
飯
山
駅
で
は
開
業
を
記

念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
は
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長

野
支
社
と
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
真
新
し
い
ホ
ー
ム
で
は
く
す

玉
が
割
ら
れ
、
来
賓
や
集
ま
っ
た

皆
さ
ん
が
、
８
時
51
分
発
の
上
り

列
車
の
出
発
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
駅
と
合
築
し

て
建
設
さ
れ
た
飯
山
駅
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し
、
セ
ン

タ
ー
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
新

し
い
飯
山
の
玄
関
口
を
見
よ
う
と

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
協
力
金
に
よ
り
２
階
交
流
ホ
ー

ル
に
設
置
さ
れ
た
「
か
ら
く
り
時

計
」
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
、
か

3階新幹線ホーム

新しい飯山線飯山駅の特長
１．これまで車両の 1.5 両分であったホーム
　　上屋が 4両分に増設
２．ホーム融雪ヒーター（2両分）の設置
３．照明（室内・ホーム等）を LED化

⑥みどりの窓口

1階

3階

2階

新
し
い
地
域
の
交
通
拠
点

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
飯
山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
開
催

点線より左は新幹線開業
までご利用できません。

点線より右は新幹線開業ま
でご利用できません。

らせん階段

階段

エスカレーター

エスカレーター

エスカレーター

階段

階段

旧飯山駅

ら
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
五
束

太
々
神
楽
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
曲
川
口
広
場
で
は
ふ
れ
あ
い

市
場
が
開
か
れ
、
農
産
物
や
特

産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し

た
。
ま
た
、
飯
山
市
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
試
食
審
査
会
が
会
場
に
来

場
さ
れ
た
お
客
さ
ま
の
投
票
に
よ

り
行
わ
れ
、
岡
山
地
区
上
境
の
沼

田
浩
徳
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
、

太
田
地
区
小
境
の
金
崎
隆
さ
ん

が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

新
幹
線
延
伸
・
北
し
な
の
線
開

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
同
時
開
催
さ

れ
、
新
幹
線
開
業
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
の
設
置
や
、笹
川
太
鼓
、

鬼
島
太
鼓
な
ど
の
和
太
鼓
の
共
演

な
ど
が
行
わ
れ
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
お
客

さ
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

11 月 7日、新幹線ホームの発車メロディが唱歌「ふるさと」に決定しました。

⑩

⑦

千曲川口広場 出入口から右手を見ると 右奥にはエレベーターも完備

空中通路

観光交流センター 2階

みどりの窓口 券売機 飯山線改札口

ホームへ下る階段

飯山線ホーム

細野飯山駅長による出発の合図

観光交流センターのテープカット

五束太々神楽の皆さんの舞
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秋
の
信
越
自
然
郷
を
堪
能

―
飯
山
線
―　

走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

地
域
の
大
切
な
交
通
機
関
で

あ
り
、
美
し
い
自
然
の
中
を
ゆ
っ

く
り
走
る
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
。
車
内
で

飯
山
の
郷
土
料
理
を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
き
、
お
い
し
い
旅
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
企
画
、
北
陸
新

幹
線
開
業
前
イ
ベ
ン
ト
「
飯
山
線

走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
長
野
支
社
か
ら
の
協
力

を
得
て
、
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

4
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
、
往
路
で
お
い
し
い
郷
土
料
理

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
復
路
で

は
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
で
下
車
、
紅

提供された料理メニュー

葉
が
見
頃
を
迎
え
た
「
馬
曲
温

泉
望
郷
の
湯
」
コ
ー
ス
か
、
内
山

手
す
き
和

紙
体
験

の
家
、
農

民
芸
術
ふ

う
太
の
社

の
郷
の
家

コ
ー
ス
の

ど
ち
ら
か

を
選
べ
る

行
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
行
程
を
終
え
、
飯
山
駅

か
ら
再
び
飯
山
線
に
乗
り
込
む
お

客
さ
ま
の
中
に
は
、
今
回
も
料
理

の
調
理
、配
膳
な
ど
を
行
っ
た
「
飯

山
食
文
化
の
会 

菜
の
花
」の
方
々

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
に
、「
心
温
ま

る
旅
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
。」
と
声
を
か
け
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

かぼちゃと抹茶のゼリー

前菜三種盛り（えご、セロリ
粕和え、ごぼうの太煮）

坂井芋とイカなどの煮物

天ぷら（ブラウンしめじ等）、
みゆきポークごぼう巻、さん
ま昆布巻き

種盛（ちゃて瓜粕漬けなど）

長 野

替 佐

西 大 滝

戸狩野沢温泉

飯 山

森 宮 野 原

あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら
飯
山
駅

大正 10年開業当時の飯山駅（片山稲荷神社より）

飯
山
駅
に
感
謝
を
込
め
て

　

11
月
8
日
、
旧
飯
山
駅
と
旧

駅
前
広
場
仁
王
門
周
辺
で
は
Ｊ
Ｒ

飯
山
駅
の
ご
協
力
の
も
と
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
配
ら
れ
た
記
念
入

場
券
を
持
ち
、
飯
山
駅
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
ホ
ー
ム
の
鐘
楼
を
突
く

人
々
や
駅
の
思
い
出
パ
ネ
ル
展
に

並
ん
だ
写
真
を
見
て
懐
か
し
む

人
々
な
ど
２
０
０
０
人
の
方
が
来

場
し
、
愛
着
あ
る
駅
と
の
別
れ
を

　

大
正
10
年
10
月
の
開
業
か
ら
93
年
間
、
地
域
の
物
流
を
支
え
、
多

く
の
通
勤
通
学
者
や
観
光
客
の
交
通
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
き
た
Ｊ

Ｒ
飯
山
線
飯
山
駅
。旧
駅
で
の
最
後
の
営
業
日
と
な
る
11
月
8
日
、「
あ

り
が
と
う
飯
山
駅
」
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

飯
山
駅
の
歴
史

　

大
正
6
年
8
月
地
元
有
志
が

発
起
。
寺
田
祐
之
氏
、
五
島
慶
太

氏
の
多
大
な
る
応
援
に
よ
り
飯
山

鉄
道
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
、
大

正
10
年
10
月
の
豊
野
―
飯
山
間

開
業
に
伴
い
飯
山
駅
が
開
業
し
ま

し
た
。
昭
和
19
年
6
月
に
は
陸
軍

の
非
常
態
勢
に
よ
り
国
鉄
に
買
収

さ
れ
飯
山
鉄
道
が
国
有
化
。
昭
和

35
年
に
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
五
島

慶
太
公
の
記
念
碑
が
駅
前
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
10
月
か
ら
は
貨
物

の
取
り
扱
い
を
廃
止
。
昭
和
60
年

11
月
、「
一
駅
一
名
物
運
動
」
の
一

環
で
ホ
ー
ム
に
鐘
楼
「
七
福
の
鐘
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年

12
月
、
駅
本
屋
改
修
工
事
が
行
わ

れ
、
平
成
16
年
11
月
に
在
来
線

飯
山
駅
を
新
幹
線
飯
山
駅
に
移

設
統
合
す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ

た
50
代
女
性
は
「
幼
い
頃
、
家

族
と
長
野
に
買
い
物
に
出
か
け
た

り
、
学
校
行
事
な
ど
で
こ
の
駅
を

利
用
し
た
。
無
く
な
っ
て
し
ま
う

の
は
寂
し
い
」
と
、
ま
た
80
代
男

性
は
運
転
士
と
し
て
飯
山
鉄
道
時

代
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
お
勤
め
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
「
当
時
は
が
む
し
ゃ

ら
に
働
い
た
。
こ
の
駅
に
は
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

18
時
47
分
発
、
下
り
の
最
終

列
車
が
発
車
し
、
旧
飯
山
駅
の
長

い
歴
史
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。　

警察署

新飯
山駅 JR 飯山線

旧飯山駅

千曲川口広場
仁
王
門

移設先の「雪と寺のシンボル広場」

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

と
自
然
を
守
る
大
切
な
は
た
ら
き

を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
油
を

流
す
と
、
排
水
管
や
下
水
道
管
内

で
冷
え
て
固
ま
り
、
詰
ま
り
や
悪

　
上
下
水
道
課 

下
水
道
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
２
１

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
！

臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
良
好
な

環
境
を
保
つ
た
め
、
不
要
と
な
っ

た
油
は
絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
皿
や
鍋
に
つ
い
た
油

汚
れ
は
、
洗
う
前
に
ふ
き
取
り
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
市
で
は
毎
月
使
い
古
し

の
食
用
油
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
時
に
つ
い
て
は
、
市
報
の

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を

見
据
え
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
新
し
い
中
央
橋
が
12
月
14
日
、

開
通
し
ま
す
。

　

市
の
東
西
を
つ
な
ぐ
新
た
な
中

央
橋
の
開
通
を
祝
い
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
日
時　
12
月
14
日
㈰  

10
時
〜

■
場
所　
中
央
橋
左
岸（
飯
山
側
）

　
　
　
　
橋
上

（
駐
車
場
は
市
役
所
周
辺
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
内
容　
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー（
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
）、
渡
り
初
め

※
14
時
か
ら
一
般
交
通
解
放
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
中
央
橋
の
切
り

替
え
工
事
の
た
め
、
11
月
10
日
の

午
前
10
時
か
ら
現
在
の
中
央
橋

は
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
綱

切
橋
・
大
関
橋
へ
の
迂
回
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
中
央
橋 

12
月
14
日
開
通  

―
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
す
―

　
道
路
河
川
課 

監
理
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
７
１・２
７
２

開通に向け整備が行われる新中央橋（手前）

商
工
観
光
課 

観
光
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１・２
１
２

「
七
福
の
鐘
」
鐘
楼
が
移
設
さ
れ
ま
す

　

日
本
で

唯
一
の
駅

ホ
ー
ム
の

鐘
楼
と
し

て
、
大
晦

日
に
は
「
除
夜
の
鐘 

二
年
参
り
」
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
市
民
や
多
く
の
観
光

客
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
七
福
の
鐘
」

の
鐘
楼
。

　
こ
の
度
、
飯
山
駅
移
設
に
伴
い
「
雪

と
寺
の
町
シ
ン
ボ
ル
広
場
内
」（
下
図
）

に
鐘
楼
を
移
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
の
広
場
改
修
工
事
に
合
わ

せ
て
新
た
に
建
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。

旧飯山駅ホームの鐘楼

汚
れ
は
、
洗
う
前
に
ふ
き
取
り
ま

　

な
お
市
で
は
毎
月
使
い
古
し

の
食
用
油
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

　今年は、12月６日㈯、７日
㈰に長峰運動公園で開催され
るシクロクロス。シクロクロ
スとは、個人の体力、運転技
術等を競うオフロードの自転
車競技で、特にヨーロッパを
中心に人気のあるものです。
　信州クロス実行委員会の主催により６日は午後 4時 30 分
からナイターで、７日は午前 9時から競技が始まります。日
本各地のトップ選手も参加します。長峰にて、迫力のあるシ
クロクロスをどうぞご覧ください。
　詳しくは、『http://www.shinshu-cyclocross.com/race/
2014-2015/2014-12-05.html』 を。
　また、コース管理（落車の連絡等各地点でレースの管理等
を行う方）のお手伝いをいただける方を募集しています。詳
しくは市役所スポーツ生涯学習課スポーツ振興係までお問い
合わせください。

シクロクロスが開催されます
　スポーツ生涯学習課 スポーツ振興係　☎ 62-3111 内線 354

大勢のお客さまが入場したホームでは鐘の音が響きました



　従業員の方（納税者）が直接市町村に個人住民税を
納付（普通徴収）するのではなく、事業所（者）が毎
月の給与から天引きして納付する制度です。

【面倒な手続きは必要ありません】
　個人住民税は、所得税の源泉徴収のような個別の税
額計算や年末調整の事務の必要はなく、飯山市が税額

事業所（者）の皆さんへ
市・県民税 特別徴収のお願い
　　税務課 市民税係　☎ 62-3111 内線 161・162

　長野県と県内全市町村が共同し、給与所得者の個人住
民税について、特別徴収（給与から天引き）推進に取り
組んでいます。特別徴収を実施されていない事業所（者）
の方は来年度からの個人住民税の特別徴収の導入をお願
いいたします。

計算を行い、事業者へお知らせします。事業者は毎月
の給与から税額を天引きし、納めていただきます。

【納税者（従業員）にとっても利点があります】
○金融機関へ納税に出向く手間を省くことができます。
○普通徴収は、年間税額を 4回に分けて納めるのに対
　し、特別徴収は、毎月の給与からの天引きなので 12
　回に分け納税していただきます。これにより納税者
　の 1回あたりの納税額が少なくなります。

個人住民税の特別徴収とは

○○商事 株式会社

社 長

飯　山　市給与支払者
（特別徴収義務者）

給与所得者
（納税義務者） ①給与支払報告書提出

③特別徴収税額の通知④特別徴収税額の通知

⑤給与からの税天引き ⑥税の納入

給
与
明
細

住
民
税
　
○
○
○
○
円

　平成 27年度から個人住民税の特別徴収を実施さ
れる場合は、平成 27年 1月 31日までに提出する、
給与支払報告書の提出方法が変更になります。
　特別徴収を開始される予定の事業所は、事前に税
務課までお問い合わせください。

税 務 課

②税額の計算

　信濃中野税務署では、青色決算書の作成方法や作成にあ
たっての注意点などについて、下記のとおり説明会を開催い
たします。（資料は当日会場で配布します。）

対象者 開催日時 開催場所

農業所得が
ある方

12月 3日（水）
10時から 2時間程度 飯山市公民館 2階講堂

営業・不動産
所得がある方

12月 3日（水）
14時から 2時間程度 飯山市公民館 2階講堂

※このほか、中野市民会館で 12 月 4日㈭に行われる中野市
　民、山ノ内町民対象の説明会にもご出席いただけます。農
　業所得がのある方は 10 時、営業、不動産所得がある方は
　14時からです。
ご不明な点につきましては信濃中野税務署個人課税部門まで
お問い合わせください。

平成26年分 青色申告決算等説明会
信濃中野税務署 個人課税部門　
☎ 0269-22-3151 （案内に従い②番をお選びください）
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商
工
観
光
課 

観
光
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１・２
１
２

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
合
唱
団
と
飯
山
混
声
合
唱
団
が
共
演

姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

大
阪
市
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
ス

キ
ー
姉
妹
都
市
40
周
年
を
記
念

し
て
、
10
月
20
日
、
大
阪
市
役
所

ロ
ビ
ー
に
て
、
飯
山
混
声
合
唱
団

と
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
合
唱
団

が
共
演
す
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
飯
山
市
の
観
光
Ｐ

Ｒ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
展
示
さ
れ
、

10
月
24
日
ま
で
の
間
、
飯
山
の
魅

力
を
発
信
し
ま
し
た
。

大阪市コミュニティ合唱団の皆さんと
ふるさとを合唱する飯山混声合唱団の皆さん

た
。
選
手
も
そ
の
声
援
に
応
え
る

よ
う
に
、
長
期
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
飯
山
チ
ー
ム
が
序
盤

か
ら
1
位
を
一
度
も
明
け
渡
さ
ず

2
年
ぶ
り
25
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
東
禎
孝
監
督
は
「
何

不
自
由
な
く
練
習
で
き
る
環
境
を

整
え
て
く
れ
た
公
民
館
の
方
々
は

じ
め
周
り
の
方
々
の
お
か
げ
。」
と

勝
因
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
集
計
中
の
時
間
を
利
用
し

て
行
わ
れ
た
飯
山
赤
十
字
病
院
の

理
学
療
法
士
、
高
橋
秀
幸
さ
ん
の

講
演
で
は
走
る
前
に
5
分
で
で
き

る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
ス
ト

レ
ッ
チ
が
実
演
を
交
え
て
紹
介
さ

れ
、選
手
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
る
練
習
や
大
会

運
営
、
交
通
整
理
な
ど
に
携
わ
っ

た
皆
さ
ん
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

区間 スタート 距離 区間賞
1 勤労者体育館 2.1km 宮内智也（飯山A）
2 木島農免道路 3.1km 佐藤聖也（瑞穂A）
3 東小学校前 2.7km 岩崎真哉（飯山A）
4 上野公民館 2.5km 祖父江凛（太田A）
5 大深交差点北 3.2km 浦野裕之（木島A）
6 上 境 駅 2.1km 小島   敬（飯山A）
7 中外集荷場 2.3km 滝澤高太郎（飯山A）
8 温 井 入 口 2.4km 鈴木太郎（木島A）
9 三郷公会堂 2.4km 高澤   健（木島A）
10 五荷駐車場 1.7km 阿部綾華（飯山A）
11 柳沢公会堂 2.5km 山中陸斗（木島A）
12 外様活性化センター 3.0km 山室   忠（柳原A）
13 いずみだい保育園 2.7km 渡辺基嗣（岡山A）
14 正受庵上駐車場 2.1km 佐藤亮太（秋津A）
15 飯 山 高 校 2.2km 徳永吉彦（柳原B）
16 新町区民センター 1.9km 山本迅哉（飯山B）
ゴール 城北グラウンド

順位 チーム名 タイム
1 飯山A 2:18:55
2 木島 A 2:22:46
3 柳原 A 2:28:10
4 秋津 A 2:28:23
5 瑞穂 A 2:28:35
6 太田 A 2:29:15
7 常盤 A 2:29:36
8 飯山 B 2:31:15
9 木島 B 2:37:58
10 外様 A 2:40:16
11 常盤 B 2:40:53
12 岡山 A 2:43:41
13 秋津 B 2:47:58
14 柳原 B 2:48:03
15 木島C 2:51:50
16 太田 B 2:56:06
17 常盤C 2:56:53
18 外様 B 3:05:32
オープンの部
1 栄村 2:37:29
2 飯山 C 2:45:27
3 飯山 D 2:48:23
4 瑞穂 B 2:50:20
5 岡山 B 3:22:58

今大会の結果

1位でゴールテープを切る飯山Aチーム常葉選手

高橋理学療法士による講演

地域の絆であるタスキをつなぐ選手たち

温かな応援が選手を励ましました

勤労者体育館前をスタートする選手たち

飯
山
チ
ー
ム
が
昨
年
の
雪
辱
。
2
年
ぶ
り
の
優
勝

第
41
回
飯
山
市
駅
伝
大
会区間賞

　

今
大
会
に
は
、
市
内
各
地
区
か

ら
全
22
チ
ー
ム
（
内
オ
ー
プ
ン
4

チ
ー
ム
）
と
招
待
チ
ー
ム
と
し
て

栄
村
チ
ー
ム
が
出
場
。
選
手
た
ち

は
勤
労
者
体
育
館
か
ら
城
北
グ

ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
38
・
９
㌔
メ
ー

ト
ル
、
16
区
間
を
チ
ー
ム
の
絆
で

あ
る
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
走
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
ル
ー
ル
と
し
て
前

年
度
入
賞
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム

に
限
り
同
一
選
手
が
連
続
し
な
い

2
区
間
を
走
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
「
2
回
走
行
」
と
、
実
家
は
市

内
に
あ
る
が
現
在
市
外
に
住
ん
で

い
る
選
手
が
1
人
に
限
り
出
場
可

能
な
「
ふ
る
さ
と
選
手
」
が
導
入

さ
れ
、
３
チ
ー
ム
が
活
用
。
タ
イ

ム
や
順
位
、
参
加
チ
ー
ム
数
な
ど

に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

市
内
９
地
区
を
巡
る
コ
ー
ス
沿

道
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
観
戦

さ
れ
て
い
て
、
選
手
が
通
る
た
び

に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
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事
務
所
が
、
市
道
を
市
役
所
が
受

け
持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
冬
は
合
計
86
台
の
除
雪
機

で
皆
さ
ん
の
冬
期
間
の
生
活
路
線

を
確
保
し
ま
す
。

　

除
雪
は
雪
と
い
う
自
然
相
手
の

仕
事
で
す
。
朝
方
の
集
中
的
な
降

雪
、
予
想
外
の
大
雪
や
、
重
い
雪

質
の
時
は
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯

を
考
慮
し
、
午
前
７
時
を
め
ど
に

作
業
を
終
了
す
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
雪
の
突
き
出
し
場
所
の
提

供
に
ご
協
力
を

　

道
路
除
雪
を
行
う
う
え
で
、
除

雪
し
た
雪
を
も
っ
て
い
く
場
所
が

な
け
れ
ば
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
。

提
供
い
た
だ
い
た
場
所
は
、
雪
解

け
の
時
期
に
雪
ほ
ぐ
し
作
業
を
行

う
な
ど
、
消
雪
が
進
む
よ
う
に
し

ま
す
の
で
、
突
き
出
し
場
所
の
確

保
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
雪
の
突
き
出
し
場
所
に
、

ご
み
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
の
要
請
は
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て

　

限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ
た
数

の
除
雪
機
械
で
効
率
よ
く
除
雪
す

る
た
め
に
、
区
内
の
要
望
な
ど
は

区
長
さ
ん
が
ま
と
め
て
、
除
雪
対

策
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
え
て
、
除
雪
機
械
に
よ
る
破

損
や
支
障
等
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、
な
る
べ
く
早
く
連
絡
を
お
願

9
8

7
6

5
4

3
2

1
0

10
3

2
1

0

飯山市飯山市

積雪 10㎝以上で出動
　夜中に降雪状況を確認。道路上の積雪 10センチ
以上で出動し、通勤・通学の時間帯までに早朝除雪
を行います。
　また日中に連続した降雪がある場合には、帰宅時
間を考慮した日中除雪を行います。

今冬は市道 364㎞を除雪
　今年度、市では市道 364 キロについて除雪を行
います。使用する除雪車は合計で 86台です。
○タイヤドーザ 52台　ロータリー車 34台

　　　除雪している道路の距離は？

　　　出動の目安は？
市で行う除雪の規模・目安について

○タイヤドーザ 52台　ロータリー車 34台○タイヤドーザ 52台　ロータリー車 34台○タイヤドーザ 52台　ロータリー車 34台

飯山市

◎冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）
路線名 閉鎖区間 距離

（km） 閉鎖期間 備　考

一般国道
403号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/17 ㈪ 14:00 ～

 　　 5/15 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/10 ㈪ 14:00 ～

 　　 6/12 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

主要地方道
95号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/10 ㈪ 14:00 ～

  　　4/24 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱所） 2.7 11/10 ㈪ 14:00 ～

  　　4/24 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱所）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/10 ㈪ 14:00 ～

  　　5/29 ㈮ 16:00
新潟県側も
同様

一般県道
411号
飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/10 ㈪ 14:00 ～

  　　4/24 ㈮ 16:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/10 ㈪ 14:00 ～

 　　 5/15 ㈮ 16:00
新潟県側も
同様

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所
　飯山事業所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

思いやりの心で快適な冬を

今冬の除雪体制
快適な道路環境維持のための除雪体制
　市では、本格的な降雪シーズンに備え、12月１日に除雪対策本部を設置して体
制を整え、除雪機械をフル稼働させて生活道路の確保にあたります。
　降雪期は、雪の片付けなど苦労する面が多くありますが、お互い思いやりの心
で快適な冬を過ごしましょう。

　　飯山市除雪対策本部（克雪センター内）　☎ 62-3111 内線 610

い
し
ま
す
。

●
道
路
上
に
車
を
放
置
し
な
い
で

　

路
上
に
駐
車
し
た
ま
ま
の
車
が

あ
る
と
、
除
雪
の
支
障
に
な
り
ま

す
の
で
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ご
み
出
し
は
、
早
朝
除
雪
が
終

了
し
た
後
に
所
定
の
位
置
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い
で

や
む
な
く
出
し
た
ら
片
付
け
を

　

や
む
を
得
ず
雪
を
出
す
と
き

は
、
路
肩
に
雪
を
積
み
上
げ
る
な

ど
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か

に
排
雪
し
て
、
通
行
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

機
で
積
ま
れ
た
路
面
の
雪
は
締

ま
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
通
行
の

支
障
と
な
る
と
共
に
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
面
し
た
屋
根
に

は
、
雪
止
め
設
置
な
ど
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
、
積
雪
が
多
い
場
合

は
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
流
雪
溝
、
側
溝
の
フ
タ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
な
い
で

　

流
雪
溝
や
側
溝
の
フ
タ
を
開
け

て
雪
を
入
れ
た
後
、
開
け
た
ま
ま

に
し
て
い
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
が
転
落
す
る
な
ど
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
っ
た
後
は

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄

ら
な
い
で

　

冬
は
、
雪
に
よ
る
死
角
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路
で
は
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
作
業
中
の
除
雪
車

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
お
子
さ
ん
は
大

き
な
除
雪
車
に
興
味
を
持
ち
、
近

寄
り
た
が
り
ま
す
の
で
、
近
づ
け

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ク
ラ
ム
除
雪
に
つ
い
て

　

市
道
認
定
さ
れ
て
い
る
路
線
で

住
家
が
あ
り
な
が
ら
、
幅
員
が
狭

く
除
雪
車
が
入
ら
な
く
て
困
っ
て

い
る
場
所
で
は
、
個
人
の
除
雪
機

に
よ
る
除
雪
を
行
い
、
燃
料
費
程

度
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
路
線
が
あ
る
場
合

は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
新
幹
線
飯
山
駅
付
近
臨
時

駐
車
場
の
除
雪

　

新
幹
線
飯
山
駅
付
近
の
臨
時

駐
車
場
は
、
大
型
重
機
に
よ
る
除

雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
の
支

障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
夜
間
は
駐

車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

隣
接
す
る
駐
輪
場
は
、
冬
期
間
は

閉
鎖
し
ま
す
。

思
い
や
り
の
心
で
…

　

お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
で
、

雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
明
る

い
気
持
ち
で
春
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

　市では消雪施設の電力料金削減のた
め、消雪パイプの井戸電源は融雪用電力
契約を行っています。
　融雪用電力契約とは、１日のうち２時
間の電力遮断を行うことにより年間を通
して電力料金の削減が図れる有利な契約
方法です。ご理解をお願いします。

電力停止による消雪パイプ散水休止時間
　概ね　11時 ～ 12時（1時間）
　　　　13 時 ～14 時（1時間）

消雪パイプの稼動休止に
ご理解ご協力をお願いします

●
冬
期
間
の
除
雪
に
よ
る
交
通
確

保
と
市
民
生
活
安
定
の
た
め
に

　
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
克
雪

活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
生
活
弱

者
世
帯
の
安
全
確
保
や
冬
の
暮

ら
し
を
明
る
く
す
る
た
め
、
市
民

と
行
政
の
協
力
体
制
、
除
雪
路
線

な
ど
の
確
認
と
要
望
を
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則

と
し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設

9　市報いいやま / 14.11

　「用途地域」とは、都市計画法に基づき、建築物の用途の混
在を防止し、良好な市街地の形成と、住居、商業、工業など
が適正に配置された合理的な土地利用を図るためのまちづく
りの手法の一つです。
　変更を計画する地域は、秋津地区北畑の JR 飯山線と清川、
市道 2-103 号（旧妙高高原線）に囲まれた約 3.7ha の地域で
あり、農地等などが広がり、道路沿道には集合住宅の立地が
進む地域です。
　現在、用途地域が「準工業地域」に指定されていますが、
工業系の土地利用は見られず、住宅用地と工業用地の混在が
可能となってしまう地域となっています。
　そこで、今回、無秩序な市街化の未然防止と北陸新幹線の
整備効果を受けた「定住促進型」の土地利用を図るなかで、
居住環境の保全を促進するとともに、中心市街地における人
口の維持・増加、さらには、新飯山駅を中心とした「集約型
都市構造」（コンパクトシティー）の実現を目指すため、平成
26年度末に右図のように用途地域の変更を計画しています。
　詳細は次回お知らせします。

　　まちづくり課 計画係　☎ 62-3111 内線 241・242～新幹線開業による新しいまちづくりを目指して～

【変更内容】準工業地域⇒第一種住居地域（約 3.7 ヘクタール）

飯山都市計画「用途地域」の変更

【第一種低層住居専用地域】 【第一種住居地域】

【準工業地域】

変更地域
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市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
２

油
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

冬
に
な
り
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
毎
年

灯
油
等
の
油
漏
れ
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

油
の
流
出
は
、
水
質
汚
染
や
、

農
業
被
害
、
人
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
次
の

点
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
口
の

閉
め
忘
れ
が
な
い
か
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
破

損
等
が
な
い
か
、
点
検
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●
給
油
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。
目
を
離
さ
な
い
。

●
バ
ル
ブ
の
開
閉
方
向
を
忘
れ
な

い
よ
う
注
意
し
て
給
油
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
積
雪
が
多
く
な
る
こ
の
時

期
に
は
、
落
雪
等
に
よ
る
破
損
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
破
損
を

防
止
す
る
た
め
、
タ
ン
ク
・
配
管

付
近
の
除
雪
・
点
検
に
努
め
、
除

雪
の
際
は
、
配
管
等
を
破
損
し
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
誤
っ
て
油
を
流
し
て

し
ま
っ
た
場
合
や
、
側
溝
や
河
川

等
で
油
の
流
出
を
発
見
し
た
場
合

は
、速
や
か
に
岳
北
消
防
本
部(

☎

62
０
１
１
９)

ま
た
は
市
役
所
市

民
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

提出は 12月 16 日までに各組長さんまで

基本チェックリスト

　飯山市の人口のうち、65 歳以上の高齢者が占める割合は、
33.3％を超え、「超高齢化社会」を迎えています。いつまで
も健やかに自分らしく暮らすために、今の生活を振り返り、
健康づくりや介護予防に取り組みましょう。
　市では、65 歳以上の方に、現在の心身状況や日常生活の
様子等を伺う「基本チェックリスト」を配布して、介護予防
の必要な方に、介護予防教室への参加を勧めております。
　つきましては、平成 27 年 4月より教室が開催できますよ
う 11 月に各組長さんを通して「基本チェックリスト」（25
項目の質問に「はい」「いいえ」で答える用紙）を配布しま
すので、ご記入いただき、12月 16 日㈫までに各組長さんへ
提出していただきますようお願いします。
　「基本チェックリスト」の結果につきましては、２月下旬
から３月頃に郵送にてご連絡します。
※対象者　平成 27年 3月 31日現在で 65歳以上の方
　　　　　（ただし、介護認定を受けている人は除きます。）

　地域包括支援センター　☎ 62-3111 内線 183・186

「
み
ん
な
で
築
こ
う 
人
権
の
世
紀
」

―
―
― 

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち  

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

人
権
・
悩
み
事
相
談
所
開
設

　

12
月
４
日
㈭
か
ら
10
日
㈬
は
、

第
66
回
人
権
週
間
で
す
。
人
権

週
間
中
は
人
権
・
悩
み
事
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
、
虐
待
」
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
問
題
、
家
庭
内
の

問
題
、
近
所
の
も
め
事
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
お
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
を

　

飯
山
市
で
は
６
名
の
方
に
人
権

擁
護
委
員
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
飯
山
市
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

関　

保
典
（
常
盤
）

　

江
尻
ふ
さ
子
（
岡
山
）

　

高
橋
秀
樹
（
秋
津
）

　

宮 

本 

晴 

男
（
外
様
）

　

木
幡
喜
美
子
（
柳
原
）

　
佐
藤
克
之
（
飯
山
）

■
法
務
局
で
は
常
時
、
面
接
・

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
㈪
〜
㈮
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

人権・悩みごと相談所開設日
期　日 時　間 会　場

12月 2日㈫ 9:00 ～ 15:00 法務局 飯山支局

12月 3日㈬ 9:00 ～ 12:00 木島平村 福寿苑

12月 4日㈭ 9:00 ～ 15:00 中野市人権センター

12月 4日㈭ 9:00 ～ 12:00 栄村総合庁舎

12月 4日㈭ 9:00 ～ 12:00 野沢温泉村公民館

12月 9日㈫ 9:00 ～ 15:00 山ノ内町地域福祉センター
どこの会場においでいただいても結構です

長
野
地
方
法
務
局 

飯
山
支
局 
☎
62
２
３
０
２

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
２

100

家
き
ん
等
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、

１
０
０
羽
未
満
の
家
き
ん
等（
ペ
ッ

ト
含
）
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
そ

の
種
類
と
羽
数
等
を
年
に
１
回
県

知
事
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在

１
０
０
羽
以
上
飼
っ
て
い
る
方
で

も
、
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
の
通

知
等
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
報

家
き
ん
等
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
万
が
一
、
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
場

合
は
、
飼
養
羽
数
が
少
な
い
場
合

で
も
、
殺
処
分
、
通
行
遮
断
、
移

動
制
限
な
ど
、
長
期
間
に
わ
た
る

消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
等
の
防
疫
措

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
家
き
ん
と
は
、
肉
、
卵
、
羽
毛

な
ど
を
利
用
す
る
た
め
飼
育
さ
れ

た
鳥
の
総
称
。

飼
養
状
況
の
把
握
に
つ
い
て

長
野
家
畜
保
健
衛
生
所 

☎
０
２
６
ー
２
２
６
ー
０
９
２
３

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

　
旧
飯
山
駅
西
側
で
進
め
ら
れ
て

い
る
市
民
会
館
の
建
て
替
え
事
業

は
、
来
年
秋
の
竣
工
に
向
け
て
、

現
在
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
積
雪
期
を
迎
え
ま
す

が
、
施
工
業
者
、
設
計
監
理
者
、

市
の
三
者
が
力
を
合
わ
せ
、
安
全

に
遅
れ
な
く
施
設
の
建
設
を
進

め
る
こ
と
で
、
来
春
に
は
そ
の
姿

を
現
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

現
在
、「
建
築
主
体
」「
電
気

設
備
」「
空
気
調
和
設
備
」「
給

排
水
衛
生
設
備
」「
舞
台
特
殊

　
ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

新
市
民
会
館
の
建
設
状
況

設
備
」
の
5
件
の
建
設
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
こ
の
5
件
の
建
設
工
事
の

限
度
額
を
28
億
８
１
０
０
万
円

と
し
て
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
先

の
9
月
議
会
に
お
い
て
、
こ
こ
に

２
億
５
０
０
０
万
円
を
加
え
た

補
正
予
算
案
（
債
務
負
担
行
為

の
補
正
）
を
提
案
し
可
決
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
補
正
は
、
東

日
本
大
震
災
以
降
の
建
設
労
働

者
や
資
機
材
の
不
足
と
高
騰
と

い
う
建
設
社
会
情
勢
へ
の
対
応

に
約
１
億
９
０
０
０
万
円
、
工
事

の
進
捗
に
伴
う
現
場
対
応
に
約

６
０
０
０
万
円
を
見
込
み
、
今
後

の
円
滑
な
施
工
を
確
保
す
べ
き
と

判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら

5
件
の
建
設
工
事
の
限
度
額
は

31
億
３
１
０
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
市
で
は
今
後
、
工
事
を
進
め

る
中
で
、
施
工
業
者
、
設
計
監
理

者
と
と
も
に
引
き
続
き
事
業
費
の

節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
末
に
は
館
の
設

置
条
例
と
管
理
規
則
を
定
め
、
平

成
27
年
内
に
は
開
館
の
予
定
で
進

め
ま
す
。
今
後
も
市
報
等
を
通
じ

て
、
建
設
工
事
や
開
館
に
向
け
た

取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

町
屋
と
食
で
に
ぎ
わ
い
創
出

　
　
　
　
　
「
い
い
や
ま
食
の
町
屋
」

　

愛
宕
町
雁
木
通
り
「
い
い
や
ま

食
の
町
屋
」
が
9
月
下
旬
着
工
さ

れ
、
来
春
の
開
店
を
め
ざ
し
て
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
屋
の
趣
を
活
か
し
た
食
の
情

報
発
信
を
進
め
る
こ
の
施
設
は
、

延
床
面
積
１
０
０・２
０
平
方
㍍

の
木
造
平
屋
建
て
、
客
席
数
は
約

30
席
、
通
り
側
に
は
雁
木
が
建
替

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
家
屋

の
柱
や
梁
は
、
構
造
材
に
は
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
補
助
材
や
内

装
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

通
り
か
ら
見
え
る
外
観
と
と
も
に

町
屋
の
趣
を
感
じ
さ
せ
る
飲
食
店

と
し
て
い
き
ま
す
。

　

開
店
後
は
、
地
域
食
材
を
取

り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
と
、

食
を
通
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る

施
設
と
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　飯山市でも高齢化とともに認知症になる方の人数が増加し
ています。認知症になると、ご本人も介護にあたる方もたい
へん苦労されます。
　認知症についての予防や正しい知識を深めるため、この機
会に学んでみませんか。

■日時　　12月 3日（水）
　　　　　14時～ 15時 30分
■場所　　飯山市保健センター（市役所前）
■講師　　北信総合病院 神経内科部長
　　　　　山嵜 正志  先生
■内容　　「認知症とその予防」
詳細は市役所地域包括支援センターにお問い合わせください。

　地域包括支援センター　☎ 62-3111 内線 183・186

脳いきいき講演会　～認知症編～
認知症について予防や正しい知識を学んでみませんか

※詳細は、本号と一緒に配布しましたチラシ
　『目指せ！年間 100日運動』をご覧ください。

目指せ!年間
　保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 187

日運動

　市民の皆さんの健康づくりのため、運動の推進と継続を
応援することを目的に、『目指せ！年間 100 日運動』を実
施します。
　１年間で、100 日運動を達成した方に、市から認定証と
粗品が贈られます。目標に向かって、楽しく運動してみま
せんか。

建設の進む新市民会館　10月 28日撮影



通信
月
刊 通信いいやま市内のできごと
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　10 月 10 日、平成 26 年度飯山市戦没者・開拓殉難者追
悼平和式典が市民会館で行われました。
　先の大戦で亡くなられた飯山市戦没者・開拓殉難者に対
し、哀悼の誠をささげ、平和の思いを新たにするため、ご
遺族や一般市民の皆さん約 300 名が参列し行われました。
　式典では、参列者全
員による黙とうと献花
に続き、広島平和学習
に参加した中学生の報
告や常盤小学校 6年生
によるステージ発表、
戸狩小学校 6年生、飯
山小学校 2年生による平和への讃歌などが行われ、戦争を
知らない世代が平和の大切さを学びメッセージにして発表
しました。最後は戦没者・開拓殉難者の無念を癒し、平和
への祈りを込め、会場全体での「ふるさと」の大合唱で締
めくくりました。

　飯山市スキークラブの前身である日本スキー倶楽部飯山
支部が 1913（大正 2）年、スキーを愛好する地域の皆さ
んによって結成されてから 100 年。同クラブ主催により市
民の皆さんに伝統ある
飯山市のスポーツ「ス
キー」をもっと知って
もらおうと 10 月 18 日
記念講演会が開催され
ました。
　講演会には、一般市
民の方や地元中学校、高校のスキー部の生徒たち、関係者
ら 100 名が参加。講師の長瀬教育長は歴史家であり大のス
キー好きでもあることから、飯山にスキーが伝わった経緯
や歴史などを資料を使って説明しました。「ゲレンデや気
象条件の変化で滑り方が変わってくる。スキーほど適応力、
判断力、決断力が鍛えられるスポーツはない。」と次世代
を担う子どもたちにスキーの素晴らしさを伝えました。

10 月 18日　公民館講堂

もっと飯山のスキーを知ろう
飯山市スキークラブ 100 周年記念講演会が開催されました

講演を聞く参加者の皆さん

　関東甲信越の 1300kmの距離を 4日間で巡るクラシック
カーイベント「La Festa Mille Miglia 2014」が 10 月 17
日に東京原宿をスター
トし、18 日にはさまざ
まな形をしたクラシッ
クカー約 100 台が市内
を走りました。
　1919 年から 1967 年
までに製造された車が
参加対象で、原宿から群馬、新潟を経由して信濃町のタン
グラム斑尾から市営飯山シャンツェ、木島平やまびこの丘
公園の各チェックポイントを通過する昨年と逆回りのコー
スを近藤真彦さんなどの著名人も参加して行われました。
　この日はさわやかな秋晴れになったこともあり、市営飯
山シャンツェ、飯山駅前、綱切橋周辺など、沿道に大勢の
市民の方が集まり、クラシックカーが通過するたびに搭乗
者に手や旗を振っていました。

10 月 18日　飯山シャンツェほか市内

La Festa Mille Miglia（ラ・フェスタ・ミッレ・ミリア）2014開催
クラシックカーが市内を走る

12

10 月 29日　市役所

ソフトバレー北信越フェスタで全勝優勝
戸狩ジュニアバレーボールクラブ「ガッツ戸狩」が優勝報告

10 月 10日　市民会館

平和への思いを未来につなげて
飯山市戦没者・開拓殉難者追悼平和式典が行われました

常盤小学校児童による発表

新飯山駅をバックに走るクラシックカー

み

広
域
情
報
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富山県 魚津市
うおづバル街 開催
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野　沢
温泉村

木島平村のブランド米
26 年産「村長の太鼓判」「合格木島平米」販売開始

おぼろ月夜の館 特別展
「野沢温泉の道祖神祭り」

　重要無形民俗文化財
である野沢温泉の道祖
神祭りに併せ、歴代の
社殿写真や道祖神祭り
を描いた作品、写真、
解説パネルなどを展示
し、野沢温泉の道祖神
祭りを紹介します。
　また、平成 27 年 1
月 15 日は野澤組惣代のご協力により道祖神御神体絵描き体
験を実施します。入館料・ドリンク・材料費込み、一人 500
円で体験できます。皆さまのご来館をお待ちしております。
■期　　日　　11月 5日～平成 27年 1月 25日
■入 館 料　　大人 300円　小中学生 150円
■開館時間　　9:00 ～ 16:30
■休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は火曜日休館）
■問 合 先　　おぼろ月夜の館　☎ 85-3839

◆村長の太鼓判
　５㎏ 4000 円  1.5㎏ 1300 円
◆合格木島平米
   4.5㎏ 3150 円 1.5㎏ 1150 円

　木島平村のブランド米「村長の太鼓判」「合格木島平米」の販売が開始されました。
　化学肥料は使わず、村の有機センターで作られる堆肥を使用して、農薬も長野県の慣行
栽培基準から 50％以上削減した特別栽培米です。
　収穫前に圃場ごと食味値を検査し、一定基準以上の良食味米を厳選したものになります。
農業振興公社や村内直売所にて販売しております。お歳暮など、贈答品にいかがですか。
■問合先【購入】（財）木島平村農業振興公社 ☎ 82-4410
             【ブランド米】　木島平村役場 交流産業室 ☎ 82-3111（内線 136）

　10月 18、19 日に福井県福井市、あらわ市で開催された
平成 26 年度ソフトバレー・北信越フェスティバル福井大
会、小学生の部で戸狩ジュニアバレーボールクラブ（高橋

修司監督）の「ガッツ
戸狩」が見事、全勝優
勝を果たしました。
　ソフトバレーは 4 人
制でバドミントンの
コート、180cm のネッ
トを使って行われるス

ポーツで、ガッツ戸狩は秋津小、泉台小、常盤小、戸狩小の 3、
4年生の女子児童で構成されています。
　10月 29 日には市役所で優勝報告会が行われました。高
橋監督は「厳しい展開の試合もあったが粘り強く優勝でき
て良かった。4年生は年明けから通常のボールを使ったバ
レーの主戦となってくるが、今回の結果が弾みになればい
い。」とあいさつしました。

10/10 北信越大会出場報告に来庁した
「ガッツ戸狩」の選手たち（中段）

　第３回魚津 de バル街が 11 月に
開催されます。
　魚津市内の飲食店を舞台に、お店
と街の魅力を感じながら、お客さま
にスペインのバル形式に習って「食
べ歩き」＆「飲み歩き」＆「街歩き」
を楽しんでいただきます。共通チ
ケットを手に入れてバル街限定のお
つまみ１品と飲み物１杯を味わうこ
とができます。チケットは5枚つづりで前売り3500円（当
日 4000 円）。チケットは移動のタクシー代やホテル等の
宿泊費にも充てることが可能です。
■日時　11月 21日（金）～ 23日（日）
　　　　11:00 ～ 24:00
■問合先　魚津市観光協会　☎ 0765-22-1200
　　　　　http://www.uozu-kanko.jp/uozu-bar/

広
告
コ
ー
ナ
ー

里親になりませんか
　子ども課 家庭児童相談室　☎ 62-3111 内線 171・173

　さまざまな理由で、実親と暮らすことができない子ども
がいます。子どもが健やかに成長していくためには、温か
い家庭が大切です。
　このような子どもを自分の家庭に迎え入れ、一緒に過ご
す中で新しい絆を結び、里親として一緒に子育てをしてみ
ませんか。
　「里親制度」は児童福祉法に基づいた制度です。関心を
お持ちの方はお問い合わせください。

　10 月 19 日に栄村の秋の一大イベント『栄村総合文化祭』
が開催されました。
　この文化祭は、村内の
保育園児、小中学生、さ
まざまなクラブやサーク
ルなどが一堂に会し、発
表をする場となっていま
す。
　午前中は小中学生の音
楽発表が行われ、各校の児童生徒が練習の成果を発表しまし
た。午後からは太鼓演奏にコーラス、読み聞かせ、ダンスな
どたくさんの村民の皆さんが自慢の腕前を披露しました。
　また、会場なった文化会館では文化祭前後の一週間を文化
週間として、保育園児、小中学生の絵画や習字、村民の皆さ
んから出展された趣味の作品、ねこつぐらなどの工芸品が多
数展示され、期間中は村内外から多くの皆さんにご覧いただ
きました。

芸術の秋を満喫
栄村総合文化祭開催

栄小・秋山小の全校児童による発表

食べて、語って・・・飯山のおごっつぉ
「いいやま食文化の会設立10周年記念行事」
　農林課 農業振興係　☎ 62-3111 内線 262・263

12 月 7日㊐
木島活性化センター
■パネルディスカッションとふるまい料理（11:00 ～ 14:00）
　「未来へつなごう ばあちゃんの味 かあちゃんの味」
　池田玲子先生を講師に当日のふるまい料理等郷土食につ
　いてみんなで語りましょう !!
【ふるまい料理】
　おにぎり・野菜せんべい・えご・いもなます・坂井芋煮物・
　常盤ごぼう太煮・ぶり大根・けんちん汁
■大正時代の結婚式の料理再現
■懐かしいお茶の間再現
■一緒に歌いましょう なつかしい歌♪　などなど
※笹ずし・おはぎなどの販売もあります。
※ふるまい料理は終わり次第終了とさせていただきますの
　でお早めにお出かけください。


